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In this report, it is described that various thermal properties of many kinds of wall materials and windows were 

registered in a database of the BEST program and the database can be easily accessed from the program and expanded in 

the future due to the database constructed with XML format.  Also the input screens (GUI) of the calculation conditions 

concerning the wall and window are shown. 

 

１．はじめに 

既報 1)では，BEST プログラムにおける壁体材料と窓ガ

ラス材料の物性値データについて，データ項目，物性値

の出典，データベース構造について示した。物性値デー

タベースはXML 形式の外部ファイルとし，BEST プログ

ラムからのアクセスには JPA を用いることとしており，

データベース構築とプログラムへの実装が進展している。

そこで，本報では，最新版データベースの構造と内容，

Java プログラムから XML ファイルへのアクセス方法，

BEST プログラムでの壁・窓条件の設定画面などについ

て概説する。 
２．壁体材料のデータベース 

図 1に壁体材料の物性値データベースの XML 階層構

造を示す。壁体材料データベース”wallDB.xml”は，表 1

に示すように，参照した出典により海外規格を含む 3 つ

のライブラリに分類され，合計 228 種類の材料物性値が

登録されている。物性項目は，表2に示すように 9 種類

で，熱物性のみならず，材料によっては湿気物性が用意

されている。 
３．窓ガラス材料のデータベース 

図 2に窓ガラス材料の特性値データベースの XML 階層

構造を示す。窓ガラスデータベース”windowDB.xml”には，

約 750 種類の窓ガラス品種の光熱性能値が登録されてい

る。各窓ガラス品種には，ブラインド種類として「なし

／明色／中間色／暗色」の 4 つの状態について表3に示

す光熱性能値が登録されている。また，窓ガラス種類を

表す情報 (WindowType, GlazingName, GlassThickness, 

GlazingType, OuterGlazingName)や多層構成の窓ガラス品

種（複層ガラスなど）の場合に板ガラスと中空層の構成

を表す情報(Component）も持たせている。窓種類を表す 
 
表1 壁体材料データベースへ登録した材料分類 
ライブラリ名 材料分類名 
空気調和・衛生工学

便覧 2) 
63 種類 

金属，土石，コンクリート，石こう・

セメント・スレート板，ガラス・陶器，

高分子，アスファルト系，床材，木材・

合板，木質繊維板，繊維系断熱材，発

泡プラスチック系断熱材，中空層，そ

の他 
DIN/EN12524:19983)

140 種類 
Asphalt, Bitumen, Concrete, Floor 
coverings, Gases, Glass, Water, Metals, 
Plastics, Rubber, Sealant materials, 
weather stripping and thermal breaks, 
Gypsum, Plasters and renders, Soils, 
Stone, Tiles, Timber, Wood-based panels 

建築材料の熱・空

気・湿気物性 4) 
25 種類 

石こう，木質繊維板，木材・合板，樹

脂フィルム，コンクリート，ガラス・

陶器，繊維系断熱材，発泡プラスチッ

ク系断熱材 
 
表2 壁体材料データベースの物性項目 
物性項目 単位 備考 
熱伝達抵抗 m2K/W 中空層の場合 
熱伝導率 W/mK 固体の場合 
容積比熱 J/LK  
比熱 J/kgK  
密度 g/L  
湿気伝導率 kg/ms(kg/kgDA)  
空隙率 m3/m3  
平衡含水率曲線の係数 - 3 つの係数 
透湿抵抗ファクタ - Dry 時，Wet 時 
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WindowType 要素は，SNGL：単板ガラス，DL06：複層

ガラス中空層 6 ミリ，DL12：複層ガラス中空層 12 ミリ，

DLBT：ブラインド内蔵複層ガラス，AFWN：エアフロ

ーウィンドウの 5 種類とする。エアフローウィンドウ

（AFW）の熱性能は，ブラインド内蔵複層ガラスの熱性

能から窓通気量をパラメータとして算出される。 
データベース内の日射特性および可視光特性の値はい

ずれも窓ガラス面への入射角が 30°における直達入射

に対するものであり，グレージング種別に応じて整理さ

れた入射角特性近似式 5)によりプログラム内で任意の入

射角および拡散入射に対する性能値に換算される。 
今後は，真空ガラスなどの新しいガラス品種を追加す

る予定である。また，窓を構成する部材として熱性能的

に無視できない窓枠（サッシ）の影響 6)を加味すること

が課題の一つである。 
 
表3 窓ガラスデータベースの光熱性能項目 
性能種類 光熱性能項目 
熱性能 U ：熱貫流率(W/m2K) 

kLR ：室内側放射熱伝達係数の割合(-) 
αR ：室内側放射熱伝達係数(W/m2K) 

日射特性 g ：日射熱取得率 
gR ：日射熱取得率の放射成分 
Tsolar ：日射透過率 
Rf, solar ：日射反射率（室外側入射） 

可視光特性 Tvis ：可視光透過率 
Rf, vis ：可視光反射率（室外側入射） 
Rb, vis ：可視光反射率（室内側入射） 

 
４．データベース形式とプログラムからの利用 

 既報 1)に述べたように，本データベースには近年普及

がめざましいXML 形式を採用している。XML 形式のデ

ータベースは，テキストファイルなので多種のコンピュ

ータで利用可能，タグと階層構造によりデータ構成が理

解しやすい，仕様が簡潔でファイル操作のプログラム作

成が容易，など多くの利点を持ち，特にインターネット

上での利用が期待されている。 
 BEST プログラム開発では，図 1,2 のデータベース構

造を表すXML スキーマ（XSD ファイル）を用意し，こ

れらから自動生成されるデータ取得・データ設定のメソ

ッド（サブルーチンプログラム）を利用することで，プ

ログラムからデータベースへのアクセスを容易にしてい

る。将来のデータベース構造の拡張・変更にも最小限の

プログラム修正で対応できると考えられる。 
５．入力条件設定画面(GUI) 

図3,4にBEST プログラムの壁体および窓の計算条件

入力画面（GUI）を示す。 
壁体の入力画面では，壁体名称の入力，壁タイプの選

択，部材層数の入力，部材構成の設定を行う。ユーザー

が壁体材料リストから材料を選択して部材構成を自由に

設定することができるが，壁タイプごとに標準的な構成

をデフォルトとして用意もしている。材料は，材料番号

の入力，またはライブラリ＞材料分類＞材料名称から絞

り込みで選択する。入力の確認のために，その部材構成

での熱貫流率を表示する機能も持つ。また，ユーザーが

新たな材料の熱物性値をデータベースへ追加登録する機

能も備える予定である。 
窓の入力画面では，窓名称・窓面積の入力，ガラス種

類の選択，ブラインド条件・AFW 条件・昼光計算条件

の設定を行う。ガラス種類は，ガラス ID 番号の入力，

または窓タイプ＞ガラス種類名＞厚さから絞り込みで選

択する。 
６．まとめ 

 本報では，BEST プログラムにおける壁体材料と窓ガ

ラスのデータベースが多数材料の多様な物性値データを

持ち，XML 形式を採用したことによりプログラムから

の利用と将来のデータベース拡張・変更に容易に対応で

きることを述べた。また，BEST プログラムの壁・窓の

計算条件入力画面の機能を紹介した。 
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登録者 （例：空調 太郎）
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熱伝導率の値と単位 （例：W/mK）

容積比熱の値と単位 （例：J/LK）

比熱の値と単位 （例：J/kgK）
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Curve
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u：平衡含水率[-]，RH：相対湿度[-]

平衡含水率曲線の係数a, b, cの値と単位 （例：ND）
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（例：空気調
和・衛生工
学便覧）

HeatTransfer
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Wet

熱伝達抵抗の値と単位 （例：m2K/W）

透湿抵抗ファクタdry時の値と単位 （例：ND）

透湿抵抗ファクタwet時の値と単位 （例：ND）

各物性要素 Value

Unit

物性値

単位

物性値がない場合には，
Value要素，Unit要素とも省略する

 
図 1 壁体材料のデータベース構造 (wallDB.xml) 
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Properties

Notes

Component

Type

Glass

Gap

GlassName

GlassThickness

GapName

GapThickness

Frame

Property Thermal U, kLR, alphaR

DirectSolar g, gR, Tsolar, Rfsolar,

RegistrationDate

RegistrationPerson

References

GlazingName

OuterGlazingName

WindowType

GlassThickness

窓DB内のID
（例：5）

グレージング名 （例：熱吸グリーン＋透明）

ガラスの代表厚さ(mm) （例：8）

窓種類 （SNGL,DL06,DL12,DLBT,AFWN）

ブラインドより外側のグレージング名 （例：透明単板，熱吸単板，・・・，セラミックプリント＋透明，Low-E＋透明）

室外側からの位置
（例：1,2,3,4）

構成する板ガラスの名前 （例：熱吸グリーン）

構成する板ガラスの板厚(mm) （例：8）

構成する中空層の名前 （例：アルゴン）

構成する中空層の層厚(mm) （例：12）

ブラインド有無と種類
（ブラインドなし，ブラインド明色，ブラインド中間色，ブラインド暗色，その他）

U ：熱貫流率(W/m2K) 
kLR ：室内側放射熱伝達係数の割合(-)
alphaR ：室内側放射熱伝達係数(W/m2K)
g ：日射熱取得率(-)
gR ：日射熱取得率の放射成分(-)
Tsolar，Rfsolar： ：日射透過率，反射率（室外側入射）(-)
Tvis，Rfvis，Rbvis ：可視光透過率，反射率（室外側入射，

室内側入射）(-)

登録日 （例：2007-3-7）

登録者 （例：空調 花子）

出典・根拠・算出規格

※グレージングを構成する板ガ
ラスと中空層の数だけ“glass”
と”gap”を繰り返す

FrameID

FrameName

FrameType

フレームのID （例：1）

フレームの名前 （例：○○△△）

フレームの種類 （例：アルミFIX窓）

WindowID

Blind

Position

Position

GlazingType グレージング種類（入射角特性分類用） （例：透明，熱吸，熱反，・・・，透明二重，透明三重，low-ε+透明）

室外側からの位置
（例：a,b,c）

VisibleLight Tvis, Rfvis, Rbvis

Windows

 
図 2 窓ガラス材料のデータベース構造 (windowDB.xml) 
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入力された部材構成
での熱貫流率を表示

選択した壁タイプで
の標準的な部材構成
（デフォルト構成）
を設定壁タイプを選択

部材層数を入力

材料番号の入力，
またはライブラリ
＞材料分類＞材料
名称から絞り込み
で材料を選択

材料の厚さを入力
選択されている材
料の物性値をデー
タベースから検索
して表示

部材構成の行を，
挿入・追加・削除

 
図 3 壁体構成の設定画面 
 

ブラインド操作条件を『①常時
閉，②常時開，③標準，④スケ
ジュール，⑤スラット角の自動
制御』から選択

ブラインド種類を『なし，明
色，中間色，暗色』から選択

ガラスID番号の入力，または

窓タイプ＞ガラス種類名＞厚
さから絞り込みでガラス種類
を選択

選択されているガラ
ス種類の性能値を
データベースから検
索して表示

 
図 4 窓条件の設定画面 
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